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有機無機複合物質であるハロゲン化鉛ペロブスカイト化合物半導体は、薄膜形成に優れており、

優れた集光能力と高いキャリア移動度を持つことから、現在太陽電池材料として現在大きな注目

を集めている。同化合物は、ハロゲン化物イオンおよび有機カチオンの種類を変えることにより、

安定性が変化することが報告されており、有機カチオンとハロゲン化物イオンの水素結合が安定

性に大きく関与している可能性が示唆されている。本研究では、同化合物薄膜および単結晶にお

いて、有機カチオン(methylammonium ion(MA+), formamidinium ion(FA+))の構造とハロゲン化物イ

オンの種類が水素結合の構造、分子振動および同化合物の各種環境下における安定性に与える影

響について主に顕微ラマン散乱分光法、赤外吸収分光法により調べた結果について報告する。 

図 1 に FAPbBr3 薄膜のラマン散乱スペクトルを示す。520 cm-1 付近に観測される H2N-C-NH2 

bending モードに帰属されるピー

クが低温においてFA+の運動の低

下に伴い先鋭化していることが

分かる。本講演では、ラマン散乱

スペクトルおよび赤外吸収スペ

クトルの解析結果を元に主に

MA+と FA+の有機カチオンについ

て水素結合の構造および安定性

について調べた結果について報

告する。 

  

図１. FAPbBr3薄膜試料のラマン散乱スぺクトル 
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